
◎入院基本料について

朝8：30～夕16：30 看護要員１人あたりの受け持ちは7人以内です。

夕16：30～朝8：30 看護要員１人あたりの受け持ちは18人以内です。

朝8：30～夕16：30 看護要員１人あたりの受け持ちは8人以内です。

夕16：30～朝8：30 看護要員１人あたりの受け持ちは15人以内です。

朝8：30～夕16：30 看護要員１人あたりの受け持ちは7人以内です。

夕16：30～朝8：30 看護要員１人あたりの受け持ちは18人以内です。

朝8：30～夕16：30 看護要員１人あたりの受け持ちは30人以内です。

夕16：30～朝8：30 看護要員１人あたりの受け持ちは30人以内です。

◎医療ＤＸ推進体制整備加算について

当院は、医療DXの推進を通じて質の高い医療の提供に取り組んでいます。

・ オンライン請求を行っています。

届出事項に係る掲示

３階病棟は地域包括医療病棟入院料を届け出ており、入院患者１０人に対して１人以上の看護要員

を配置しています。なお、時間帯の配置は次のとおりです。

４階病棟は一般病棟入院基本料（急性期入院基本料４）を届け出ており、入院患者１０人に対して

１人以上の看護要員を配置しています。なお、時間帯の配置は次のとおりです。

５階病棟は療養病棟入院基本料及び地域包括ケア入院医療管理料1を届け出ており、入院患者１3人

に対して１人以上の看護要員を配置しています。なお、時間帯の配置は次のとおりです。

5階感染症病棟は特別入院基本料を届け出ています。なお、時間帯の配置は次のとおりです。

・オンライン資格確認等システムにより、取得した医療情報を医師等が閲覧及び活用できる体制を

有しています。

・マイナ保険証の利用を促進するなど、医療ＤＸを通じて質の高い医療を提供できるよう取り組ん

でいます。

・電子処方箋の発行や電子カルテ共有サービスなどの取り組みを今後実施してまいります。



◎保険外負担について

◆特別療養環境提供室料

 《個室Ａ》　　２床　１日 ８，８００円　シャワー、トイレ、テレビ、冷蔵庫

〔病室番号〕 【3階】301　【5階感染症】537

 《個室Ｂ》　 ４３床　１日 ４，４００円　トイレ、テレビ（有料）、冷蔵庫（有料）

〔病室番号〕 

◆入院期間が１８０日を超える入院 （選定入院）

《３・4階病棟》1日 ２,357円《5階病棟》1日 1,912円 ※地域包括ケア病床は除きます。

◆各種診断書・証明書等 １，１００円～５，５００円

◆予防接種料 １，８００円～１６，５９０円

◆その他 紙おむつ １枚　１０２円～２０４円

薬容器 １個　５５円～１１０円

診察券再発行 １枚　１１０円

※　詳しくは医事課までお尋ねください。

◎食事療養及び生活療養の内容及び費用に関する事項 

項 目 料 金 要 件 ・ 内 容

　当院では、特別療養環境室料や文書料などについて、その利用に応じた費用の負担をお願いして

います。

【3  階】302,306,307,313,315,316,317,318,320,321,322,323

【4階】406,407,410,411,412,413,415,416,417,418,420,421

【4階】432,433,440,441,442,443,445,446,447,448,450

【5階西】505,506,508,510,511,512,513,515,532,533,540,541

【5階感染症】510,538,542,543

　一般病棟に入院されている方で入院期間が１８０日を超えた場合は、健康保険一部負担金とは

別に下記の負担が発生します。

　当院は、入院時食事療養費（Ⅰ）及び入院時生活療養（Ⅰ）に係る届出を行なっており、管理栄

養士によって管理された食事を適時（夕食については午後６時以降）適温で提供しています。

（１）（２）以外の食事療養

を行う場合
１食につき ６７０円 １日につき３食を限度として算定

（２）流動食のみを提供する

場合
１食につき ６０５円

流動食（市販されているものに限る）の

みを経管栄 養法により提供

特別食加算 １食につき ７６円
医師の発行する食事せんに基づき特別食

を提供

居住費 1日につき３７０円
医療療養病床に入院している６５歳以上

の患者様（※一部を除く）



◎コンタクトレンズ検査料1について

当院は、コンタクトレンズ検査料1の届出を行っています。

①コンタクトレンズ診療に係る費用

初診の場合

・初診料（291点）+コンタクト検査料1（200点）＝合計491点

再診の場合（コンタクト処方が2回目）

・再診料（75点）+コンタクト検査料1（200点）＝合計275点

②コンタクトレンズ診療を行っている医師

日本眼科医専門医：増田　高央　（医籍登録）平成17年4月

◎相談窓口の設置について

　当院では、患者さんやご家族が安心して受診いただけるよう、相談窓口を設置しています。

主な相談内容　・病気や治療方法等に関しての相談

　・退院後の療養生活についての相談

　・福祉サービス又は介護サービスについての相談

　・医療費についての相談

がんなど専門的分野の相談には、認定看護師 《癌性疼痛認定看護師》が担当します。

【相談窓口受付　　月～金曜日8：30～17：00　　1階総合受付隣】

　当院で過去にコンタクトレンズ検査料を算定している場合は、コンタクト処方については再診

の扱いとさせていただきます。

③その他、コンタクトレンズ診療についてご質問がありましたら、ご遠慮なく、眼科看護師、眼科

ブロック受付までお申し出ください。

　相談窓口では、院内の各部門と連携して、病気やケガ等による様々な不安を解消できるようお手

伝いさせていただきます。

　また、医療の信頼性を高めるために医療安全相談も受け付けていますので、お気軽にご相談くだ

さい。



◎後発医薬品の使用推進について

◎一般名処方加算について

当院では、一般名処方※に取り組んでいます。

　※一般名処方とは

　　医薬品の「商品名」ではなく、「有効成分」を処方せんに記載するようになります。

　　　　　　一般名処方の処方箋表記例：

　　　　　　　　　【般】●●●●(薬の有効成分名) △mg

◎長期収載品の選定療養について

　後発医薬品の採用にあたっては、品質などを考慮し、有効かつ安全な製品を採用していますの

で、後発医薬品への変更について、ご理解とご協力をお願いします。

　後発医薬品とは、新薬の特許が切れた後に販売される同じ有効成分を持つ比較的安価な薬のこと

です。当院では、厚生労働省の方針に従い、後発医薬品の使用について積極的に取り組んでいま

す。

　ご不明な点はご相談ください。

　現在、一部の医薬品において安定供給が難しい状況が続いています。医薬品の入手が困難な場合

には、同じ効果の他の医薬品への変更や処方日数の変更などが必要となることがあります。

当院では、保険薬局等と連携しながら継続的に治療が行えるよう努めてまいりますので、何卒ご理

解・ご協力をお願いいたします。

　一般名処方では、特定の医薬品が不足しても、同じ有効成分の薬を調剤することができ、患者さ

んに必要な医薬品が提供しやすくなります。

　現在、一部の医薬品において安定供給が難しい状況が続いています。医薬品の入手が困難な場合

には、同じ効果の他の医薬品への変更や処方日数の変更などが必要となることがあります。

　当院では、保険薬局等と連携しながら継続的に治療が行えるよう努めてまいりますので、何卒ご

理解・ご協力をお願いいたします。

　2024年の診療報酬改定により、2024年10月から長期収載品の選定療養の制度が始まりました。こ

の制度は、患者さんの希望で長期収載品（同じ効果を持つ後発医薬品が発売されている先発医薬

品）を選んだ場合に、選定療養費として薬価の差額の一部を患者さんが負担する仕組みとなってお

ります。

　ただし、医師が医療上の必要性があると判断した場合や、供給状況により後発医薬品の提供が困

難な場合などは、選定療養の対象外となります。


